
-
技
術
情
報

震
災
廃
木
材
の
再
資
源
化

内
田
信
平
(
岩
手
県
立
大
学
)
・
関
野
登
(
岩
手
大
学
)

は
じ
め
に

平
成
お
年
3
月
日
日
に
発
生
し
た

M
9
・

oの
巨
大
地
震
は
、

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
各
地
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
消
防
庁
に
よ
る
と
、
今
回
の
震
災
に
よ
る
住
宅
被
害
は
、

全
壊

1
1
4
5
9
1
棟
、
半
壊

1
5
5
5
8
4
棟
、
一
部
損

壊

5
6
1
1
1
9
棟
で
あ
り
、
合
計
約
部
万
棟
に
も
達
す
る

(
平
成
お
年
8
月
お
日
現
在
)
。
岩
手
県
の
全
壊
棟
数
は
宮
城
県

に
次
い
で
多
く
、
約
2
万
1
千
棟
で
あ
っ
た
。

上
記
の
被
害
の
多
く
は
津
波
で
発
生
し
た
が
、
津
波
は
建
築
物

の
み
な
ら
ず
防
潮
林
な
ど
も
な
ぎ
倒
し
、
膨
大
な
量
の
震
災
が

れ
き
を
発
生
さ
せ
た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
ら
が

3
月
下
旬
よ
り

岩
手
県
宮
古
地
域
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
復
興
支
援
活

動
「
が
れ
き
廃
木
材
の
再
資
源
化
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
社
会
構
築
」
(
三
井
物
産
環
境
基
金

2
0
1
1
年

度
東
日
本
大
震
災
復
興
助
成
)
の
活
動
の
一
部
を
報
告
す
る
。

復
興
支
援
活
動
の
き
っ
か
け

筆
者
ら
の
居
住
地
・
勤
務
地
で
あ
る
盛
岡
市
や
滝
沢
村
は
岩

手
県
の
内
陸
部
で
あ
り
、
比
較
的
軽
微
な
被
害
で
済
ん
だ
。

し
か
し
、
県
内
の
交
通
網
は
不
通
、
ガ
ソ
リ
ン
も
入
手
で
き
ず
、

沿
岸
の
津
波
被
災
地
の
こ
と
は
気
に
な
る
も
の
の
、
全
く
身

動
き
が
と
れ
ず
に
い
た
。

3
月
却
日
、
よ
う
や
く
ガ
ソ
リ
ン
を
確
保
し
た
筆
者
ら
は
、

沿
岸
の
宮
古
市
へ
と
向
か
っ
た
。
宮
古
地
域
で
は
、
平
成
日

年
よ
り
、
「
宮
古
・
下
閉
伊
モ
ノ
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
林
産
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「
復
興
ボ
l
ド
」
生
産
・
活
用
支
援
の
取
り
組
み

部
会
」
(
以
下
、
林
産
部
会
)
と
い
う
産
官
学
連
携
組
織
で
地

域
材
利
用
推
進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
筆
者
ら
は
こ

の
活
動
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
活

動
を
通
じ
て
、
同
地
域
の
林
業
、
木
材
産
業
、
住
宅
関
連
の
方
々

に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
方
々
へ
の
被
災
見
舞

い
と
状
況
視
察
が
目
的
で
あ
る
。

津
波
の
被
災
地
は
が
れ
き
に
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
た
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
等
の
報
道
で
見
て
は
い
た
も
の
の
、
あ
ま
り
の
惨

状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
言
葉
を
失
っ
た
。
宮
古
地
域
の
重

要
な
産
業
で
あ
る
合
板
関
連
産
業
の
工
場
も
、
壊
滅
的
な
被

災
状
況
で
あ
っ
た
(
写
真
I
)
。

そ
の
際
、
岡
市
内
に
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ

l
ド
出
l

(

以
下
、

P
B
)
メ
ー
カ
ー
、
宮
古
ボ
l
ド
工
業
(
以
下
、
宮
古
ボ
l
ド
)

の
工
場
へ
も
被
災
見
舞
い
に
訪
問
し
た
。
生
産
ラ
イ
ン
は
止

ま
り
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
が
、
建
屋
は
そ
の
ま
ま
の
か
た

ち
で
残
っ
て
い
た
。
ぬ
佃
ほ
ど
浸
水
し
た
も
の
の
被
害
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、

4
月
中
に
は
生
産
設
備
の
修
理
を

行
い
、
操
業
を
再
開
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

同
社
の
原
料
チ
ッ
プ
の
多
く
は
、
近
隣
の
合
板
工
場
か
ら
の

剥
き
芯
・
端
材
な
ど
に
由
来
す
る
。
そ
の
合
板
工
場
が
大
き

く
被
災
し
て
お
り
、
今
後
の
原
料
チ
ッ
プ
調
達
は
困
難
が
予

想
さ
れ
た
。

帰
途
の
車
中
、
道
路
の
両
側
を
埋
め
尽
く
す
膨
大
な
量
の
が

れ
き
、
そ
し
て
「
解
体

O
K」
と
ス
プ
レ
ー
で
記
さ
れ
た
多

く
の
建
物
を
見
な
が
ら
ふ
と
思
っ
た
|
|
「
こ
れ
だ
け
の
量

写
真
1

/

宮
古
市
の
単
板
工
場
(
株
)
北
星
の

被
災
状
況
。

写
真
2
、
写
真
3
/
山
田
町
の
震
災
廃
棄
物
集
積
場
で
の
分
別、

チ
ッ
プ
化
の
作
業
。
被
災
し
て
仕
事
を
失
っ
た
人
が
雇
用
さ
れ
、

金
具
や
釘
な
ど
を
除
去
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。



の
が
れ
き
を
全
て
焼
却
す
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
:
・
宮
古

ボ
l
ド
で

P
B
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ

ろ
、
っ
か
?
」

「復
興
、
ホ
l
ド
」
の
実
現
ヘ

そ
の
直
後
か
ら
、

筆
者
ら
は
震
災
廃
木
材
の
再
資
源
化
を
実

現
す
べ
く
動
き
始
め
た
。
こ
の
視
察
と
日
本
木
材
学
会
で
の

情
報
交
換
等
を
契
機
に
、

筆
者
ら
は
震
災
廃
木
材
の
再
資
源

化
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
。
「
現
在
、
国
内

の

P
B
原
料
の

8
割
以
上
は
解
体
廃
材
由
来
の
チ
ッ
プ
で
あ

る
。
震
災
が
れ
き
か
ら
良
質
な
廃
木
材
を
分
別
回
収
で
き
れ

ば

P
B
原
料
と
な
り
、
が
れ
き
処
理
の

一
助
に
も
、
合
板
不

足
へ
の
対
応
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
震
災
廃
木
材
を

再
生
し
た

P
B
を
利
用
し
て
仮
設
住
宅
を
供
給
す
れ
ば
、
被

災
地
の
復
興
に
役
立
つ
か
も
知
れ
な
い
」

|

|
い
わ
ば
、
が

れ
き
を
仮
設
住
宅
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
プ
ラ
ン
で
あ
り
、

そ
の
輪
郭
が
次
第
に
見
え
て
き
た
。

4
月
4
日、

宮
古
ボ
I
ド
社
長
の
坂
下
勝
五
口
氏
に
こ
の
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
協
力
の
快
諾
が
得
ら
れ
た
。
6

日
以
降
、

筆
者
ら
は
岩
手
県
沿
岸
各
地
の
震
災
が
れ
き
仮
置
場

の
調
査
を
開
始
し
た
。
調
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の
仮
置
場
で
も
、

柱
や
梁
桁
な
ど
の
断
面
の
大
き
な
木
材
で
、
泥
な
ど
に
漬
か
っ

て
い
な
い
状
態
の
も
の
を
う
ま
く
取
り
出
せ
ば
、
十
分

P
B

原
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
と
い
う
感
触
を
得
た
。

調
査
と
並
行
し
て
、
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
県
庁
や
宮
古
市
と
連
絡
調
整
を
進
め
て
い

っ

た
。
4
月
中
旬
、
プ
ラ
ン
の
青
写
真
を
携
え
て
岩
手
県
庁
の
資

源
循
環
推
進
課
、
宮
古
市
環
境
課
な
ど
を
訪
問
し
て
説
明
。

そ
の
結
果
、
宮
古
地
域
の
廃
木
材
の
う
ち
良
質
な
も
の
を
極
力

分
別
収
集
し、

P
B
に
再
資
源
化
す
る
方
針
が
定
ま
っ
た
。

4
月
日
目
、

宮
古
ボ

l
ド
か
ら
操
業
再
開
と
の
連
絡
が
入

る
。

5
月
に
入
る
と
、
宮
古
市
の
南
に
隣
接
す
る
山
田
町

の
震
災
が
れ
き
集
積
場
で
、
廃
木
材
か
ら
異
物
除
去
し
チ
ッ

プ
化
す
る
体
制
が
整
い
、
宮
古
ボ

1
ド
へ
の
原
料
供
給
が
少

し
ず
つ
始
ま
っ
た
(
写
真

2
、
3
、
4
)
。
こ
の
廃
木
材
由
来

の
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
化
学
分
析
を
行

っ
た
結
果
、
鉛
や
枇
素

等
の
有
害
物
質
は
基
準
値
を
は
る
か
に
下
回
り
、
塩
分
濃
度

も

0
・
1
%
未
満
で
あ
り
、
問
題
な
く
ボ

1
ド
原
料
と
で
き

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
(
表
1
)
。

一
方
、
プ
ラ
ン
の
出
口
と
な
る
仮
設
住
宅
の
県
内
必
要
戸

数
は
約

1
万
8
千
戸

(
後
に

I
万
4
千
戸
に
下
方
修
正
)
で

あ
っ
た
。
岩
手
県
の
平
成
辺
年
の
住
宅
新
築
着
工
戸
数
は

5
2
2
7
戸
で
あ
る
が
、
そ
の
約
3
倍
に
あ
た
る
膨
大
な
戸

数
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
県
か
ら
(
社
)
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
へ

発
注
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
の
約
2
千
戸
が

一
般
公
募
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
プ
ラ
ン
に
よ
る
仮
設
住
宅
を
供
給

す
る
に
は
、
こ
の
公
募
に
応
募
し
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
唯
一

の
方
法
で
あ
っ
た
。

い
つ
し
か
、
廃
木
材
を
再
資
源
化
し
た

P
B
は
「復
興
ボ
l
ド」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

仮
設
住
宅
へ
の
提
案
、
集
会
施
設
の
実
現
ヘ

前
述
の
よ
う
に
「
復
興
ボ

l
ド
」
は
、
従
来
の
顧
客
へ
の
出
荷

に
加
え
て
、
仮
設
住
宅
へ
の
供
給
に
よ

っ
て
被
災
地
の
復
興

に
役
立
て
る
こ
と
が
当
初
の
狙
い
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、

「復

興
ボ

1
ド
」
を
用
い
た
仮
設
住
宅
の
計
画
案
を
4
月
中
旬
に
急

ピ
ッ
チ
で
作
成
し
た
。
こ
の
計
画
案
作
成
の
際
に
設
定
し
た

目
標
は
以
下
の
4
点
で
あ
っ
た
。

ω岩
手
県
産
木
材
・
建
材
の
活
用
と
地
元
工
務
庖
に
よ
る
施
工

ω鉄
骨
系
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
と
同
等
の
コ
ス
ト
と
施
工
ス

ピ
ー
ド
の
実
現

ω
十
分
な
断
熱
性
能
の
確
保

写
真
4
/
震
災
後
に
生
産
を
再
開
し
た
宮
古
ボ
ー

ド
工
業
の
工
場
。
震
災
で
発
生
し
た
廃
木
材
が
、

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
l
ド
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
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ω
使
用
後
に
各
部
材
を
保
管
、
再
利
用
可
能
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
軸
組
に
、
「
復
興
ボ

l
ド
」
を
用

い
た
床
・
壁
・
天
井
の
パ
ネ
ル
を
組
み
込
む
構
法
と
し
た
。

パ
ネ
ル
施
工
の
時
点
で
、
耐
力
壁
と
水
平
構
面
が
確
保
で
き
、

同
時
に
断
熱
・
気
密
工
事
、

一
部
内
外
装
の
仕
上
げ
も
完
了

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

5
月
上
旬
、
林
産
部
会
メ
ン
バ
ー
の
地
元
工
務
庖

5
社
の

グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
、
県
の
仮
設
住
宅
建
設
公
募
に
上
記

仕
様
で
応
募
し
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
採
択
さ
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
仮
設
住
宅
団
地
内
に
設
置
す
る
集

会
施
設
(
平
屋

・
却
坪
)
に
こ
の
提
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
汎
用
性
の
高
い
計
画
と
し
て
い
た
こ
と
が
功
を

奏
し、

基
本
構
成
は
そ
の
ま
ま
で
、

一
部
の
仕
様
を
修
正
す

る
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、

6
月
末
に
無
事
完
成
し

た
(
写
真

5
、
6
、
7
)
。

こ
の
集
会
施
設
に
使
用
し
た
「
復
興
ボ

l
ド
」
は

3
X
6
尺
換

算
で
約

1
7
0
枚
(
約

3
・
3
3m)
。
熱
損
失
係
数
は

2
・

3
9
(
W
/
2m
K
)
で
あ
り
、
十
分
な
断
熱
性
能
を
確
保
で
き

た
。
何
と
い

っ
て
も
、

P
B
製
造
、
パ
ネ
ル
製
作
、
現
場
で
の

施
工
と
も
、

全
て
が
地
元
企
業
の
手
に
よ
る
。
こ
の

1
棟
の

集
会
施
設
が
、
震
災
で
痛
手
を
負
っ
た
宮
古
地
域
で
の
新
た

な
経
済
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
う

(
写
真
8
)
。

そ
の
後
、

7
月
中
旬
に
は
、
同
仕
様
の
集
会
施
設
が
別
の
団

地
内
に
も
完
成
し
、
「
復
興
ボ

1
ド
」
を
活
用
し
た
計
2
棟
の

仮
設
集
会
施
設
が
実
現
し
た
。
現
在
は
仮
設
住
宅
居
住
者
の

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
(
写
真
9
)
。

地
元
の
力
で
恒
久
的
な
復
興
住
宅
を

8
月
に
入
る
と
、
被
災
地
か
ら
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
よ

う
に
な

っ
た
。
8
月
日
日
に
、
岩
手
県
内
の
仮
設
住
宅
が
全

て
(
1
3
9
8
3
一戸
)
完
成
。
そ
れ
に
伴
い
、
各
避
難
所
も
順
々

に
閉
鎖
さ
れ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
同
日
に
は
、
県
の
復
興
計

画
が
正
式
に
決
定
し
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
市
街
地

か
ら
の
が
れ
き
の
撤
去
、
仮
置
場
へ
の
移
動
も
ほ
ぼ
完
了
。

復
旧
、
復
興
へ
向
け
て
の
動
き
の
、
い
わ
ば
「
第

一
ス
テ
ッ
プ
」

が
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

筆
者
ら
の
活
動
も
「
第
二
ス
テ
ッ
プ
」
へ
と
入
ろ
う
と
し
て
い

た
こ
の
時
期
、
改
め
て
何
を
す
べ
き
か
と
考
え
て
み
た
。
震

災
直
後
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
食
料
品
や
日
用
品
、

衣
料
品
な
ど
の
直
接
の
援
助
だ
っ
た
。
応
急
仮
設
住
宅
も
そ

の

一
つ
だ
ろ
う
。
年
間
着
工
戸
数
の

3
倍
近
い
戸
数
を
短
期

間
で
供
給
す
る
た
め
に
は
、
県
内
業
者
の
力
だ
け
で
は
不
可

能
だ

っ
た
は
ず
だ
。
全
国
各
地
の
プ
レ
ハ
ブ
建
築
業
者
の
力

が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、

5
ヶ
月
と
い
う
期
間
で
全
戸
供
給
で

き
た
の
は
間
違
い
な
い
。

震
災
発
生
か
ら
半
年
以
上
を
経
た
現
在
、
被
災
地
に
必
要
な

も
の
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
被
災
地
で
も
物
流
は

ほ
ぼ
回
復
し
、
生
活
必
需
品
は
問
題
な
く
手
に
入
る
。
も
ち
ろ

ん
、
現
在
で
も
直
接
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
も
い
る
。

し
か
し
、

多
く
の
被
災
者
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
は
「
仕
事」

で
あ
り
「
一雇
用
」
な
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。

被
災
地
に
暮
ら
す
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
す
べ
き
仕
事

が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
収
入
を
得
ら
れ
る
|

|
こ
の
当
た
り

前
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う
。

仮
設
住
宅
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
援
助
で
、
薄
型
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
の
家
電
製
品
が
各
戸
に
予
め

用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
入
居
者
は
、
入
居
し

た
そ
の
日
か
ら
不
便
な
く
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
が
大
切
な
援
助
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
援
助
の
た
め
に
、
被
災
地
の
地
元
の
電

器
庖
の
売
り
上
げ
が
、
す
っ
か
り
落
ち
て
し
ま

っ
た
そ
う
だ
。

写
真

5
、
6
/
仮
設
集
会
施
設

の
施
工
の
様
子
。
プ
レ
カ
ッ
ト

軸
組
に
、

「
復
興
ボ

l
ド
」
を

用
い
た
床
、

盤
、
天
井
パ
ネ
ル

を
組
み
込
ん
で
い
く
構
法
。
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写
真
7
/
宮
古
市

内

荷

竹

地

区
の
仮
設
住
宅
団
地
に
建
設
さ

れ
た
仮
設
集
会
施
設
。
外
壁
に

は
塗
装
し
た

「復
興
ボ

1
ド
」

が
あ
ら
わ
し
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、
独
特
の
存
在
感
を
示
し
て

い
る
。



こ
れ
ら
の
家
電
製
品
は
す
ぐ
に
買
い
換
え
る
も
の
で
も
な
く
、

こ
の
影
響
は
数
年
続
く
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
少
な
く

と
も
今
後
は
、
地
元
へ
の
経
済
効
果
も
考
え
た
う
え
で
の
支

援
を
す
べ
き
な
の
だ
と
思
う
。

住
宅
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
聞
に
、
被
災
地
で
は
数
多
く
の
恒
久

的
な
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
、
そ
れ
ま
で
岩

手
県
沿
岸
部
に
営
業
拠
点
を
持
た
な
か
っ
た
全
国
規
模
の
大

手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
、
続
々
と
進
出
し
て
き
で
い
る
。
こ

の
先
数
十
年
の
閥
、
沿
岸
の
街
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
く
住

宅
に
使
わ
れ
る
お
金
の
う
ち
、
な
る
べ
く
多
く
が
地
元
の
木

材
関
連
業
者
、
建
築
関
連
業
者
に
ま
わ
る
よ
う
に
し
た
い
。

復
興
の
た
め
の
住
宅
建
設
が
地
域
経
済
の
再
生
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
た
い
|

|
8
月
8
日
、
宮
古
で
林
産
部
会
メ
ン
バ

ー

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
そ
の
結
果
、
復
興
の
た
め
の
恒
久
的
な
住
宅
を
、
会
と

し
て
提
案
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
打
合
せ
を
重
ね
、
仮
設

集
会
施
設
の
構
法
を
ベ

l
ス
に
し
た
、
恒
久
的
な
住
宅
の
計

画
案
の
作
成
を
行
っ
た
。
地
域
産
材
を
利
用
し
た
プ
レ
カ
ッ

ト
の
軸
組
に
、

「復
興
ボ

l
ド
」
を
面
材
と
し
た
断
熱
パ
ネ
ル

を
組
み
込
む
構
法
で
あ
る
。
耐
震
等
級
3
、
次
世
代
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
の
皿
地
域
基
準
値
を
ク
リ
ア
す
る
十
分
な
性
能

を
確
保
し
な
が
ら
、
な
る
べ
く
安
い
価
格
・
短
工
期
で
供
給

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
の
計
画
案
に
「
宮
古
発
・
復
興

住
宅
|

|
暖
(
ぬ
ぐ
だ
ま
り
)
」
と
い
う
愛
称
を
つ
け
、
林
産

部
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
供
給
を
目
指
し
て

P
R
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
(
写
真
叩
)
。

お
わ
り
に

9
月
に
入
り
、
山
田
町
に
次
い
で
、
宮
古
市
内
で
も
廃
木
材

チ
ッ
プ
化
施
設
が
稼
動
を
開
始
、
「
復
興
ボ

l
ド
」
生
産
は
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
。
ま
た
、
岩
手
大
学
の
教
員
を
中
心
に
、

原
料
チ
ッ
プ
と
製
品
の
放
射
線
量
測
定
の
体
制
も
整
備
さ
れ

た
。
今
後
、
安
心
し
て
使

っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
震
災
に
よ
り
、
岩
手
県
内
で
発
生
し
た
廃
棄
物
は
、
総

量
で
約
4
3
5
万

t
、
、
っ
ち
良
質
な
廃
木
材
は
約
臼
万

t
と

推
計
さ
れ
て
い
る
す
-。
そ
の
う
ち
の
約
3
万

t
が
、
平
成
お

年
度
末
ま
で
に
宮
古
ボ

l
ド
で

P
B
と
し
て
再
生
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

震
災
で
発
生
し
た
廃
木
材
を
「
が
れ
き
」
と
呼
ん
で
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
3
月
日
日
ま
で
は
、
沿
岸
の
街
を
か
た
ち

づ
く
っ
て
い
た
建
物
の
柱
や
梁
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

一
部

で
も
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
、
新
た
な
沿
岸
の
街
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
の
材
料
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
全
て
を
再
資
源
化
す
る
の
は
無
理
な
話
だ
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
も
単
純
に
焼
却
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能

な
か
ぎ
り
ボ
イ
ラ
熱
源
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
数
年
後
に
は
、
震
災
廃
棄
物
の
処
理
も
す
っ
か
り
終

わ
っ
て
い
て
ほ
し
い
|
|
そ
れ
ま
で
の
問
、
「
復
興
ボ

l
ド」

の
生
産
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

(
脚
注
)

l

木
材
な
ど
の
小
片
を
主
な
原
料
と
し
て
、
接
着
剤
を
用
い
て

熱
圧
成
形
し
た
板
。
(
J
I
S
A
5
9
0
8
)

2

平
成
お
年
8
月
初
日
現
在
の
推
計
。
「
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処

理
詳
細
計
画
」
に
よ
る

写
真

8
/
今
回
建
設
し
た
仮
設

集
会
施
設
の
工
事
に
携
わ
っ
た

職
人
の
皆
さ
ん
。
全
員
が
、
地

元
宮
古
地
区
の
方
で
あ
る
。

写
真

9
/
仮
設
集
会
施
設
の
内

部
の
様
子
。
仮
設
住
宅
居
住
者

の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

写
真
叩
/
m
月
1
日
1
2
日
に

開
催
さ
れ
た
宮
古
市
産
業
ま
つ

り
で
の

「宮
古
発
復
興
住
宅

|

|
暖
(
ぬ
ぐ
だ
ま
り
と
の

P
R
の
様
子
。
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